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例  言

1.本書は、小林建設工業株式会社が行う社屋新築工事に伴う枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅸの発掘調査

報告書である。

2.調査原因者

3.調査主体者

4.遺跡名及び所在地

5。 調査期間及び面積

6.調査担当者 林 幸彦 佐々木宗昭。

7.遺構の実測図作成は赤羽根充江・磯貝律子が、遺物実測図は堺益子・田中ひさ子・柳沢孝子

広瀬利恵子・狩野小百合が担当し、 トレースは副島充子が行った。

8。 本書の編集・執筆は、林・佐々木が行った。

9。 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1,遺構の略記号は、住居址―H、 溝状遺構 一Mである。

2,挿図の結尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

住居址・溝状遺構 1/80 土坑 1/60土器 1/4
3,遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4,土層・遺物胎上の色調は、1988年版 F新版 標準土色調』に基づいた。

5,調査区グリットの、間隔は4× 4mに設定した。
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枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅸ(IEOⅨ )
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調査期間  平成22年 9月 17日 ～平成22年 9月 21日

整理調査  平成23年 2月 1日 ～平成23年 3月 25日

調査面積  30イ (開発面積667.61だ )

例凡

次日

第 1図 円正坊遺跡Ⅸ位置図 (1:50,000)



立早 発掘調査の経緯

1.立地 と経過

円正坊遺跡Ⅸは、枇杷坂遺跡群円正坊遺跡の西端にあり、標高は706mを測る。この付近は、浅間

火山の第 1軽石流 (Pl)に覆われ、調査地点の西側から濁川にかけては、低地と低地内に塚原泥流の

小残丘がみられる。円正坊遺跡は、都市計画道路。集合住宅・医院建築等の各種開発等に伴い過去にお

いて 8次の調査で、弥生～中世の遺構。遺物が検出されている。円正坊遺跡Ⅸの南側20m離れた地点

の円正坊遺跡Ⅷの調査では弥生～平安時代の住居址41軒等が検出された。

今回、小林建設工業株式会社が社屋新築工事を行うことになり、平成22年 9月 13・ 14日 に現道使用

の道路部分は除いた社屋建築範囲の試掘調査を行った。その結果、住居址 1棟・溝状遺構等が発見さ

れたため保護協議を行い、社屋建築範囲の調査を実施 した。

2.調 査体制

調査主体者 佐久市教育委員会

事 務 局 社会教育部長

文 化 財 課 長

文 化 財 係 長

文化財調査係

調 査 担 当者

調  査  員

教育長 土屋 盛夫

工藤 秀康

森角 吉晴

三石 宗一

林  幸彦 並木 節子

冨沢 ―明 上原  学

林  幸彦 佐々木宗昭

赤羽根充江 磯貝 律子

副島 充子 堺  益子

小林 員寿 羽毛田卓也

出澤  力

岩松

中山

須藤 隆司

井出 泰章
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第 2図 円正坊遺跡Ⅸ周辺遺跡位置図 (1:10,000)

-1-



第Ⅱ章 遺構と遺物
Hl号住居址

本址は調査区の南西隅から検出され南・西部分は調査区域外に伸びる。Ml号溝状遺構に切られる。

規模は検出北壁3.6m・ 検出東壁2.6m、 壁高は最深10cmを測り、主軸方位はN-7° 一Eを示す。カ

マ ドは北壁の中央に粘土と火床前面にある熔結凝灰岩により構築されていたと思われる。厚さ5～ 15

cm、 幅20～ 25cm、 長さ40～ 55cmの熔結凝灰岩 3個が放置されていた。ピットは2基検出されたが、位

置からPlは主柱束となるうか。敲き床下。Ml下から検出された。Plは径35cm深 さ45cm、 P2は
長径40cm短径32cn深 さ38cmを 測る。床は堅く敲き締められ平であった。出土遺物には、土師器と石製

模造品があり、須恵器は皆無であった。カマ ド火床付近から多く出土。 9～ 12は邦、須恵器郭蓋模倣

の10、 浅い丸底から長い口縁部が外反し口縁部と底部の境に稜を有す 9な どがある。 9・ 10・ 12は内面

黒色処理される。 1と 2の壺は接合部が断定できず別図にしたが、同一個体である。外面口縁部から

底部境まで内面口縁部丁寧にヘラミガキされる。甕は大型の5小型の 3が ある。13は 2.7cmの小ぶり

な片側穿孔される勾玉の滑石製模造品である。

これらの出土遺物は、聖原遺跡の時期区分古墳時代Ⅲ期 6世紀中葉～7世紀初頭に比定されよう。

A        B

I層 整地層
Ⅱ層 明褐色土(7 5YR5/6)

浅間第 1軽石流 (Pl)

第 4図 円正坊遺跡Ⅸ土層模式図 (1:10)

0     (1:200)    5m

第 3図  円正坊遺跡Ⅸ調査全体図 (1:800)

第 4ト レンチ

第 5図 円正坊遺跡Ⅸ調査全体図 (1:200)

第 3ト レンチ
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第 6図 Hl住居址及び出土遺物実沢1図
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第7図  Dl号土坑実測図および出上遺物実測図
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第 9図 Ml号溝状遺構実測図および出土遺物実測図

第 10図 遺構外等出土遺物実側図

Dl号土坑

本址はHlお よびMlよ り古い。長軸検出部 0.8m短軸 0。 74m深さ20cm、 断面逆梯子形。主軸方

位 Nを指す。台石と弥生壷・甕小片、土師器甕・非ロクロ成形内黒邪片が出上しているが時期は不明、

古墳時代後期Hl号住居址が下限である。

D2号土坑

本址はMlよ り古い、Hlと の重複関係は明瞭でない。長軸 0。 9m短軸 0.64m深 さ35cm、 楕円形

を呈し断面逆梯子形。覆土は、人為的な堆積状況であった。主軸方位N-6° 一Eを指す。獣骨 (馬 ?)。

弥生壷・甕ガヽ片、土師器甕・非ロクロ成形邦が出土しているが時期は不明。
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図
版
１

調査区金景 北方より

Hl号住居址 全景

Hl号住居址 カマ ド Hl号住居址 カマ ド掘り方
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図
版
２

6-9(Hl)

Hl号住居址・Dl号土坑出土遺物

Hl号住居址 掘り方 Hl号住居址遺物出土状況 Dl号土坑

D2号土坑 Ml号溝址 Ml号溝址
重機による表土削平
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Ml号 溝状遺構

本址はHl・ Dlよ り新しい。検出部長 5。 12m幅 0。 94m～ 1.06m深 さ16～ 24cm、 断面は、東

側に凸凹が見られるが総じて逆梯子形。南側に伸びており、円正坊遺跡ⅧのM2号に繁がるものと思

われる。

遺物は 1の須恵器郭蓋模倣土師器邦片や土師器高郭片・甕片、 2～ 5の弥生後期甕・鉢片が出土し

ているが、時期は不明である。上限はHl号住居址を切っており6世紀中葉～7世紀初頭になる。

佐久市埋蔵文化財調査報告書 第192集
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2011有卜3月

編集・発行 佐久市教育委員会
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〒3850006 長野県佐久市志賀5953
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印 刷 所 株式会社 佐久印刷所

第 1表 円正坊遺跡Ⅸ出土遺物一覧表

No 種 別 器 種

法 曇 成 形 ・ 調 整 ・ 文 様

備 考

口径 (長 ) 底径 (幅 ) 器高 (厚 ) 内 面 外 面

6-1 土師器 一里 (253) <258> 口縁部ヘラミガキ、

胴部ヘラナズ (柾 目)

ヘラミガキ H]孵講M2と
酷個

'

6-2 土師器 一空 <148> ヘラナデ (柾 目)

E同 部 ヘ ラ ナ デ → ヘ ラ ミ ガ キ、

底部ヘラミガキ
H]齋硫翻

]と同陣

6-3 土師器 甕 (118) <39> 口縁部ヨコナデ、

日同部ヘラナデ (柾 目)

口縁部ヨコナデ→胴部ヘラケズリ Hl 回転完全実測

6-4 土師器 甕 <70> ヘラナデ→ヘラミガキ ヘラケズリ H]回 転完全実測 カマ ド内

6-5 土師器 甕 <119> 口縁部ヨコナデ、

胴部ヘラナデ
口縁部ヨコナデ→胴部ヘラナデ H]民 転完全実測 磨耗  カマ ド

6-8 土師器 甕 <22> ヘラナデ 同部ヘラナデ→底部ヘラナデ H]回 転完全実測

6-7 土師器 甕 ヘラミガキ ヘラミガキ H]破 片実測 外画剥離 磨耗

6-8 土師器 甕 (168) く53> 口縁部ヨコナデ、

胴部ヘラナデ

回縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ (柾

日)

H]回 転完全実測 Pl

6-9 土師器 14N (162) ヘラミガキ→黒色処理
口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ

後ヘラミガキ
H]雰今要辞床咎

面磨耗

6-10 土師器 郭 ヘラミガキ→黒色処理
口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ

後ヘラミガキ
H]完 全冥測 外画摩減 カマ ド

6-11 土師器 郭 ヘラミガキ ヘラミガキ H]破 片実測 カマ ド 掘方

6-12 土師器 T4N ヘラミガキ→黒色処理 ヘラミガキ H]破 片実測 磨耗 カマ ド

血 器 種 素 材 最大長 最大幅 最大厚 孔径 重量 (g) 所 見 備 考

6-13 勾玉 (石製模造品 ) 滑 石 17 279 H]Ⅱ 区床面

7-] 台石 安山岩 く79> <86> <69> く5434>
占側～裏面被熱で黒変、正面が使

羽面
D]Ⅱ 区床面

10-] 弥生 審 く92> ヘラミガキ
節描斜走文→ヘラミガキ、

貞部ヘラミガキ
Hl 回転実測  P]Ⅳ 区掘方

10-2 弥生 甕 く33> ヘラミガキ 同部ヘラミガキ、底部ヘラミガキ 3トレ 完全実測

―不明、く 〉残存値、( )復元値、 丸底を表す。
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遺 跡 名 枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅸ (IEOⅨ )
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調 査 期 間
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調 査 面 積 ２
ｍ

つ
０

調 査 原 因 社屋新築工事

種 号J 集落跡

主  な  時  代 弥生時代 `古墳時代

遺 跡 概 要
遺構

遺物

竪床住居址 1軒 (古墳)土 坑 2基 溝状遺構 1

弥生土器・土師器・勾玉

特 記 事 項


